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１
月
18
日
、
高
梁
総
合
文
化
会
館
で
市
消
防
出
初
式
が
行
わ
れ
、
長
年
に
わ
た
り
消
防
活
動
に
尽
力
し
功
績
の
あ
っ
た
消
防
団
員

な
ど
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。
受
賞
者
は
次
の
と
お
り
で
す
。（
敬
称
略
・
か
っ
こ
内
は
所
属
）

岡
山
県
知
事
表
彰

永
年
勤
続
功
労
章

三み

お尾
宣の

ぶ
ゆ
き行（

消
防
本
部
）

優
良
消
防
団
員
章

乗の
り
ご
え越
秀ひ

で
あ
き昭（

津
川
）、
金か

ね
も
と元
崇た

か
ひ
ろ浩（

宇
治
吹
屋
）

山や
ま
も
と本
通み

ち
お生（

落
合
松
原
）、
山や

ま
だ田　
誠ま

こ
と（

有
漢
）

大お
お
つ
か塚
清き

よ
し志（

川
上
）、
池い

け
だ田
泰や

す
た
か貴（

備
中
）

岡
山
県
消
防
協
会
長
表
彰

功
労
章

難な
ん
ば波
善よ

し
た
か隆（

高
梁
）、
春は

る
な名
祥よ

し
ゆ
き行（

津
川
）

熊く
ま
も
と本
全ま

さ
ひ
で秀（

中
井
）、
髙た

か
は
し橋
重し

げ
ゆ
き行（

川
上
）

表
彰
章

横よ
こ
み見

和か
ず
ひ
ろ宏（

川
面
）、
谷た

に　
輝て

る
ひ
さ久（

備
中
）

小こ
み
や
ま
見
山
徹と

お
る（

高
梁
）、
宗む

ね
も
り森
佳よ

し
の
ぶ伸（

川
面
）

藤ふ
じ
い井
康や

す
し司（

巨
瀬
）、
杉す

ぎ
も
と本
博ひ

ろ
あ
き昭（

成
羽
）

武た
け
だ田

敏と
し
ろ
う郎（

川
上
）、
高た

か
た田

大だ
い
さ
く作（

川
上
）

乗の
り
ご
え越
秀ひ

で
あ
き昭（

津
川
）、
金か

ね
も
と元
崇た

か
ひ
ろ浩（

宇
治
吹
屋
）

山や
ま
も
と本
通み

ち
お生（

落
合
松
原
）、
山や

ま
だ田　
誠ま

こ
と（

有
漢
）

大お
お
つ
か塚
清き

よ
し志（

川
上
）、
坂さ

か
も
と本
和か

ず
ひ
ろ弘（

消
防
本
部
）

青
年
章

惣そ
う
だ田
大だ

い
す
け輔（

中
井
）、
江え

ぐ
さ草
真し

ん
い
ち一（

備
中
）

戸と

だ田
聖せ

い
こ子（

団
本
部
）

精
勤
章

髙た
か
は
し橋
重し

げ
ゆ
き行（

川
上
）、
田た

む
ら村　
健け

ん（
高
梁
）

平ひ
ら
か
わ川

友と
も
あ
き章（

津
川
）、
上う

え
だ田

裕ゆ
う
い
ち一（

落
合
松
原
）

中な
か
ひ
な
日
奈
竜り

ゅ
う
じ治（

有
漢
）、
高た

か
も
り森
博ひ

ろ
ゆ
き行（

成
羽
自
動
車
）

原は
ら
だ田
裕ゆ

う
じ司（

成
羽
）、
佐さ

の野
勇は

や
と人（

成
羽
）

田た

い井　
博ひ

ろ
し（

高
梁
）、
入い

り
え江
芳よ

し
お雄（

宇
治
吹
屋
）

小こ
ば
や
し林
照て

る
ゆ
き幸（

成
羽
自
動
車
）、
内な

い
と
う藤　
匠た

く
み（

成
羽
）

岡お
か
ざ
き㟢

祐ゆ
う
じ治（

成
羽
）、
長は

せ
が
わ

谷
川
哲て

つ
や也（

成
羽
）

佐さ

の野
尚ま

さ
し史（

成
羽
）、
榎え

の
き　

隆た
か
ひ
ろ宏（

川
上
）

大お
お
つ
か塚
一か

ず
お男（

川
上
）、
高た

か
は
し橋
隆た

か
ゆ
き幸（

備
中
）

江え
ぐ
さ草
正ま

さ
と登（

備
中
）、
松ま

つ
い井
知さ

と
し史（

備
中
）

高
梁
市
長
表
彰

功
労
章

難な
ん
ば波　
薫か

お
る（

巨
瀬
）、
竹た

け
な
か中
信し

ん
じ二（

落
合
松
原
）

田た
な
か中

芳よ
し
の
り学（

成
羽
自
動
車
）、
物も

の
べ部

全ま
さ
ひ
ろ宏（

高
梁
）

大お
お
も
り森
雅ま

さ
ゆ
き之（

高
梁
）、
播は

り
も
と本　
潤じ

ゅ
ん（

川
面
）

仲な
か
だ田
靖や

す
の
り紀（

中
井
）、
山や

ま
わ
き脇
康や

す
ひ
ろ宏（

玉
川
）

藤ふ
じ
も
と本
幹み

き
と人（

宇
治
吹
屋
）、
上う

え
だ田
裕ゆ

う
い
ち一（

落
合
松
原
）

山や
ま
も
と本
佳よ

し
の
り則（

有
漢
）、
佐さ

の野
勇は

や
と人（

成
羽
）

川か
わ
か
み上
修し

ゅ
う
じ司（

成
羽
）、
松ま

つ
も
と本
慶よ

し
ひ
こ彦（

川
上
）

岡お
か
ざ
き㟢
将ま

さ
き城（

川
上
）、
前ま

え
さ
き㟢
吉よ

し
き
よ清（

川
上
）

江え
ぐ
さ草

真し
ん
い
ち一（

備
中
）

備
中
地
区
消
防
連
絡
協
議
会
長
表
彰

表
彰
状

難な
ん
ば波
善よ

し
た
か隆（

高
梁
）、
春は

る
な名
祥よ

し
ゆ
き行（

津
川
）

横よ
こ
み見
和か

ず
ひ
ろ宏（

川
面
）、
髙た

か
は
し橋
重し

げ
ゆ
き行（

川
上
）

谷た
に　

輝て
る
ひ
さ久（

備
中
）、
川か

わ
か
み上

雅ま
さ
み美（

宇
治
吹
屋
）

石い
し
い井
章あ

き
よ
し義（

備
中
）、
石い

し
か
わ川
健け

ん
じ治（

消
防
本
部
）

特
別
表
彰（
第
71
回
岡
山
県
消
防
操
法

大
会
入
賞
）小
型
ポ
ン
プ
操
法
の
部

宇
治
吹
屋
分
団（
優
勝
）

巨
瀬
分
団（
第
3
位
）

高
梁
市
消
防
団
長
表
彰

精
勤
章

後ご
あ
ん安
信の

ぶ
ゆ
き之（

津
川
）、
倉く

ら
た田
大だ

い
す
け輔（

高
梁
）

中な
か
し
ま島

将ま
さ
お雄（

高
梁
）、
中な

か
む
ら村

友ゆ
う
き樹（

高
梁
）

葛く
ず
は
ら原

史し
ろ
う朗（

巨
瀬
）、
河か

わ
は
ら原

伸の
ぶ
あ
き明（

巨
瀬
）

住す
み
だ田

茂し
げ
と
し駿（

落
合
松
原
）、
冨と

み
や弥

優ゆ
う
さ
く作（

落
合
松
原
）

小こ
み
や
ま

見
山
周し

ゅ
う
ぞ
う三（

高
倉
）、
梅う

め
づ津

直な
お
ゆ
き幸（

有
漢
）

德と
く
だ田
裕ひ

ろ
き紀（

有
漢
）、
德と

く
だ田
悠ゆ

う
す
け佑（

有
漢
）

渡わ
た
な
べ邉
和か

ず
き輝（

川
上
）、
中な

か
に
し西
洋ひ

ろ
き樹（

川
上
）

岡お
か
ざ
き㟢

仁よ
し
あ
き昭（

川
上
）

表
彰
状（
第
71
回
岡
山
県
消
防
操
法
大

会
出
場
団
員
）

ポ
ン
プ
車
操
法
の
部

成
羽
自
動
車
分
団

田た
な
か中

芳よ
し
の
り学

、
高た

か
き木　

優す
ぐ
る、

近ち
か
ひ
さ久

友ゆ
う
さ
く作

田た
な
べ邊　
力ち

か
ら、
柳や

な
い井
宋そ

う
す
け介
、
高た

か
も
り森
博ひ

ろ
ゆ
き行

小
型
ポ
ン
プ
操
法
の
部

巨
瀬
分
団

佐さ

さ

き
々
木
健け

ん
た太
、
三み

む
ら村
和か

ず
や也
、
木き

む
ら村
洋よ

う
す
け介

加か
と
う藤

皓こ
う
た大

、
加か

と
う藤

秀ひ
で
お男

宇
治
吹
屋
分
団

大お
お
ば場
裕ゆ

う
す
け典
、
𡌶は

が　
　
貢み

つ
ぎ、
藤ふ

じ
も
と本
幹み

き
と人

中な
か
そ曽

雄ゆ
う
た太

、
藤ふ

じ
い井

祥よ
し
ひ
ろ弘

永
年
勤
続
消
防
団
員
の
配
偶

者
ま
た
は
家
族
表
彰

三み
か
み上

美み

わ和（
高
梁
）、
山や

ま
だ田

美み

き樹（
有
漢
）

乗の
り
ご
え越

敏と
し
こ子（

津
川
）、
秋あ

き
お
か岡

晴は
る
え江（

成
羽
自
動
車
）

川か
わ
か
み上

有ゆ

か香（
有
漢
）、
松ま

つ
も
と本

和か
ず
え江（

成
羽
）

鈴す
ず
む
ら村
理り

え恵（
備
中
）、
長は

せ
が
わ
谷
川
英ひ

で
の
り憲（

備
中
）

高た
か
は
し橋
ひ
と
み（
備
中
）、
内な

い
と
う藤
恵け

い
こ子（

高
梁
）

笹さ
さ
だ田

文ふ
み
こ子（

高
梁
）、
横よ

こ
や
ま山

安や
す
え江（

高
梁
）

小こ
み
や
ま

見
山
歳と

し
え江（

高
梁
）、
元も

と
い
し石

弘ひ
ろ
こ子（

川
上
）

令和８年高梁市消防出初式

消
防
署
だ
よ
り

建
物
火
災
に
注
意

建
物
火
災
に
注
意

　
令
和
７
年
１
月
か
ら
12
月
の
高
梁
市

管
内
の
火
災
件
数
は
22
件
で
、
そ
の
う

ち
建
物
火
災
は
８
件
発
生
し
ま
し
た
。

こ
れ
は
前
年
と
比
較
す
る
と
火
災
件
数

も
建
物
火
災
も
約
２
倍
に
増
加
し
て
い

る
た
め
、
注
意
が
必
要
で
す
。

　
建
物
火
災
の
原
因
は
、
暖
房
器
具
や

調
理
器
具
な
ど
が
あ
り
ま
し
た
。
こ
れ

ら
は
い
ず
れ
も
、
日
常
生
活
の
中
で
使

用
す
る
身
近
な
火
気
設
備
で
あ
り
、

ち
ょ
っ
と
し
た
不
注
意
で
大
き
な
火
災

に
つ
な
が
り
ま
す
。

　
特
に
冬
季
は
、
暖
房
器
具
の
使
用
時

間
が
長
く
な
る
ほ
か
、
空
気
が
乾
燥
す

る
こ
と
で
火
が
燃
え
広
が
り
や
す
い
状

況
に
な
り
ま
す
。

・�

暖
房
器
具
の

周
囲
に
燃
え

や
す
い
物
を

置
か
な
い

・�

暖
房
器
具
の

上
部
で
洗
濯

物
を
干
さ
な

い
・�

調
理
中
は
そ

の
場
か
ら
離

れ
な
い

・�

使
用
後
は
確
実
に
火
を
消
す

　
こ
れ
ら
の
基
本
的
な
火
災
予
防
の
徹

底
が
重
要
で
す
。

　
火
災
か
ら
大
切
な
命
と
財
産
を
守
る

た
め
、
ご
家
庭
で
今
一
度
火
の
取
り
扱

い
を
見
直
し
て
く
だ
さ
い
。

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

１
月
の
火
災
・
救
急
件
数

火
災
１
件
（
前
月
と
同
件
数
）

救
急
１
４
４
件
（
前
月
よ
り
16
件
減
）

問�

消
防
本
部
予
防
課�

☎
21

―

０
１
２
１

　
消
防
ポ
ン
プ
自
動
車
を
更
新
し
、
２

月
末
か
ら
運
用
を
始
め
ま
す
。
新
し
い

車
両
は
１
３
０
０
ℓ
の
水
を
積
載
し
、

単
独
で
の
放
水
が
可
能
で
す
。
ま
た
、

火
災
現
場
の
温
度
を
色
別
で
表
示
す
る

熱
画
像
装
置
を
搭
載
し
て
お
り
、
迅
速

か
つ
的
確
な
消
火
活
動
が
可
能
と
な
り

ま
す
。
こ
の
更
新
に
よ
り
、
車
両
と
資

機
材
の
充
実
が

図
ら
れ
、
今
後

と
も
一
層
の
安

心
安
全
な
高
梁

市
を
目
指
し
て

い
き
ま
す
。

問�

消
防
本
部
警
防
課�

☎
21

―

０
１
２
４

消
防
ポ
ン
プ
自
動
車
を

消
防
ポ
ン
プ
自
動
車
を

��

更
新
し
ま
し
た

更
新
し
ま
し
た

�

問
消
防
本
部
消
防
総
務
課　
☎

消
防
本
部
消
防
総
務
課　
☎
2121

――

０
１
２
２

０
１
２
２

高梁市の市外局番は「0866」です 4令和８年（2026）２月5 令和８年（2026）２月


